
26

海外論文＆レポート/ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ・ﾍﾞｲｴｲﾘｱ協同組合等調査 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ・ﾍﾞｲｴｲﾘｱ

海 外 論 文 ポ＆レ ト

　サンフランシスコ空港に着くと、たまらな
くなつかしさがこみあげてきた。この空港に
はなじみが深い。２年間住んでいたベイエリ
アを後にして、昨年９月ここから成田にむ
かったのだ。オレゴン州ユージンに住んでい
た折りも、東部に行く時は、この空港を通過す
る。 小雨まじりの肌寒さも、サンフランシス
コ特有の２月のお天気だ。毎日降り続く雨。あ
いにくホテルのボイラーが壊れていて部屋の
暖房がきかない。時差ぼけや感傷に浸るまも
なく、電気ストーブを借りて、アポイントメン
トの電話をかけまくる。アメリカでは、何度留
守録に伝言を残していても、返事が返ってこ
ないことが少なくないからだ。

　サンフランシスコ・ベイエリアの協同組合・
NPOの調査内容として、次のような点を考慮し
た。１）前回の「アメリカ・カナダ協同組合の
実態と法制の調査」(１９９８年７月)などで既
によく知られているチーズボードのようなと
ころは調査対象からはずした。２）労働者中心
のフードコープなどだけでなく、協同組合の
未来をになう学生たちを対象とし、カリフォ
ルニア大学バークレー校のリサイクルプロ
ジェクトに取り組む学生にヒヤリングした。
３）日本労協連が１９９７年首都ワシントン
で大がかりな調査を行っているAARP（全米退

職者協会）については、カリフォルニア支部の
ヒヤリングをした。そして、AARPが地域でど
のような課題をかかえているかに注目した。

ブックピープル　
対抗文化の旗頭として創立

　ワーカーズコープとして最初に訪れたのが、
ブックピープル。本の卸売り業の協同組合だ。
人事部長のヘンリー・レイーニさんが応対し
てくれた。穏やかな表情がそのポジションに
ふさわしい。

　１９７１年、ベトナム戦争に反対する革新
的な運動がさかんだったバークレーの地で創
立。現在売り上げ高2500万ドル。月に５から
６００の新しいタイトルの本を入荷し、２週
間で３万位の本を購入する。（１つのタイトル
で５００から１０００冊くらい購入するので
その総数はたいへんな数になる。）小さな出版
会社の印刷物を中心としつつ、「ワードズ」と
いう出版・配送会社とは、全米でここだけが販
売するという特権的契約を結んでいて、経営
的にも安定している。健康、自然、エコロジー、
宗教などの本を数多く扱っている。そんなと
ころが、マルチカルチャーに関心を持つ人が
多い西海岸らしい。配送部、注文部、出版部な

協同組合･NPO 訪問

　　　　　　　　玄幡真美（日本労協連）
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ど９つの部門がある。どんな本が売れるか予
測をたてる専門家もいるという。労働者は１
００人。内６６人が組合員。残りは、パートタ
イム労働者や臨時の人たち、試験採用期間の
人がおのおの３分の１。シェアホルダーにな
れるのは就労６ヶ月後。各部長の推薦と共に
組合員となれる要件を満たしていなければな
らない。出資金は、一人５００ドル。地位、勤
続年数、経験にかかわらず、組合員は対等な権
利を持っている。

　カリフォルニアには、労働者協同組合法が
ない。他の労働者協同組合は、消費生協法に
よって運営されているところが多い。ところ
が、ブックピープルは、カリフォルニア会社法
（California Corporation Law）に基づいて活
動している。そして、経営の構造は、理事会の
下に各部長が並ぶという伝統的ヒエラルキー
型。経営にかかわる重要な法案は、理事会が、
決定する。頭が痛いことは、組合員の選挙に
よって選ばれる理事会メンバーが、経営や、
マーケティングに関する経験が少ないことだ。

　フードコープのモデル
　レインボーグローサリー

　このフードコープに行く途中、道をたずね
たところ、「ああ、ヘルスフードの店ね」とい
う返事がかえってきた。ここは、健康食品を扱
う店として、地域で知られているようだ。セン
スある店舗。わかりやすい配列方法。産直によ
る野菜。バルク（量り売り）で買えるハーブ茶、
豊富なビタミン剤などは、健康志向がたかい
サンフランシスっ子に大いに支持されている
ようだ。前回の協同総研の調査でも案内役
だったティム・フュエットさんが応対してく
れた。彼は弁護士であり、アリスメンディベー
カリーコープの顧問でもある。ベーカリーへ、
彼はこの後自転車に乗って案内してくれた。
気さくな人柄である。

　１９７６年に店舗を設立。消費生協法に
よって運営されている。４年前今の店舗に
移ってきた。年間総売上２７５３万ドル。税引
き前利益は２４５万ドル。現在働いている２
１０人の内１６８人が、組合員。残りは、試験
採用期間の人たちで、組合員になるには９ヶ
月必要。出資金は１０ドル。時給は、最初は１
０ドル２５セントから始まり、組合員になる
と時給１４ドル。約年収２万４５００ドルと
なる。チーズボード同様、マネージャーはいな
い。（逆にいえば「皆がボスである」と彼はい
う。）デシジョンメーカーがいない分、内部の
意志疎通をはかるミーティングが非常に重要
となる。誰もが、自分がボスだと思っているの
だから、コンフリクトも少なくない。これを克
服するための「効果的なコミュニケーション
方法」についてのミーティングもあるという。
「これは既存の運営方法への挑戦」であり、「教
育や、訓練を重視している」とティムさんは語

数千万？の書籍が並ぶ配送所
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る。７名で構成され一年毎の選挙で選ばれる
理事会は、各週ごとに開かれる。１５に分かれ
た各部門では１ヶ月に１度ミーティングが行
われている。この経営方法は民主的だが、決定
に時間がかかるかもしれない。こうした方法
が続けられる背景には、グローサリーで売ら
れている品物が多少高くても消費者にうけい
れられている、という自信があるようだ。ティ
ムさんは、消費者にスポイルされている（甘や
かされている）と表現していた。

　店舗は、市役所に近い便利なところにある。
４年前ここに移る前、バークレーコープ倒産
の教訓もあり、店舗を拡大することについて
ずいぶん議論し、「生協は、スモールビジネス
に留まることが、望ましい」との結論を得たと
いう。そしてモンドラゴンについて、彼は「海
外への進出などで大きくなりすぎ、当初の意
義を失いつつある」といっていた（この彼の発
言については、堀越先生のレポートにもふれ
られている、『協同の発見』１９９９年１月号
別冊P.41）。レインボーグローサリーは、剰余
金の中から、地域のコミュニティへ寄付をし
ているとのことである。

　地域再生と協同組合との関わりでは、「地域
活性化にひと役かってほしい」というオーク
ランド市のジェリー・ブラウン市長からの話

しを聞いた。（オークランドは、サンフランシ
スコとベイブリッジをへだてて隣接してい
る。）レインボーグローサリー型のコープを是
非オークランドに創設して欲しいという内容
だ。「昨年アリスメンディベーカリーを立ち上
げたばかりで、すぐには、取り組む余裕がな
い。」もし、「そういうコープを創った時は、短
期間で運営していかなければならないので、
レインボー型のデシジョンメーキングでは、
遅すぎるだろう」とティムさんは言う。いずれ
にしろ、協同組合が、地域活性化に役立つと考
えられていることは注目に値する。（民主党の
ブラウン市長は、もとカリフォルニア州知事
であり、禅や仏教にも関心をもち、イバン・イ
リイチを顧問にするなど異色の市長として知
られている。オークランドは、黒人の人たちの
居住率が高く、重化学工業中心のまちだった。
近年、地域が衰退し、地域の再生をめざすブラ
ウン市長への住民の信任はあつい。）

穀類やパスタ類の量り売り部門

センス良く配列された店内
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　サンフランシスコへ進出した
アリスメンディベーカリー

　このベーカリーは、アリスメンディオークラ
ンド店と同様、チーズボードの支援を受け、昨
年10月立ち上げたばかりである。いわば、アリ
スメンディオークランド店のチェーン店といえ
る。ゴールデンゲートパークに近い洒落た店が
建ち並ぶ一角にある。サンフランシスコの家賃
は、非常に高いので、利益率が低いベーカリー
がどのように売り上げの伸ばすのかが課題であ
る。今のところ、経営は、順調なようだ。組合
員６名。銀行と組合員の家族やチーズボードの
メンバーから52万ドルを借り、毎月そうした
ローンの返済を行っている。組合員の出資金は
5000ドル。剰余金の中から原資貢献金(original
capital contribution またはbuy-in)として組
合員に最初の月に500ドル、その後2週間毎の
給与で50 ドルづつ支払っているとのことで
あった。ベーカリーだけでは、収支が低いので、
店舗への卸しも考えている。この場合、別のラ
イセンスが必要なので検討中とのことであっ
た。

　訪問したときは、丁度バレンタイン用のハー
ト型クッキーを焼いていた。私も試食させても
らった。ぷーんと甘いバニラの香りがする。パ
ンやクッキーの他に、有機栽培によるコーヒー
やハーブ茶が注文でき、カフェベーカリーと
いった雰囲気だ。チーズボードと同じように、
お客がお店の前のベンチに座ってパンをかじっ
ている。アリスメンディはじめ、協同組合経営
による各コープの新聞記事が壁に張ってある。
ジャーナリズムが、ワーカーズコープに好意的
なことがわかる。ベイエリアの協同組合の組合
員（Network of Bay Area Worker Collectives;
NoBAWC）であれば、５パーセント割引される。

バークレーワームス
学生によるワーカーズコープ

　バークレーの学生が、大学の施設を借りて、
協同組合の事務所としている。キャンパスか
らでてくる１００トンもの生ごみをミミズに
食べさせることにより堆肥をつくり、それを
ガーデニングセンターなどに販売して利益を
えているのだ。アルメダカウンティー廃棄物
処理局（Alameda County Waste Management
Authority）と他の環境関連団体の資金援助を
えて、１９９４年設立した。バークレー校の新
しいリッチモンド実習研修所のごみ処理場で
１００万匹のミミズをいれて、堆肥をつくる。
これは、このサイズで最初に成功した生ごみ
のリサイクルプログラムの１つだそうだ。も
らったパンフレットには、「地域の生ごみをリ
サイクルすることにより堆肥をつくる。この
組織は、ノンプロフィトのワーカーズコレク
ティブである。学生たちに、堆肥について学
び、それからビジネスをおこすことについて
知る機会を提供する。バークレーやその周辺
のコミュニティから出されるリサイクル困難
な大量の生ごみを標的とする」と書かれてい
る。
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　説明をしてくれたゴース・シュルツ君によ
れば、現在のところ、時給８ドルくらいで、こ
れだけでは学資の足しにならない。彼によれ
ば他にも２－３のバイトをしているし、ワー
ムスからの収入を生活の足しにするというよ
り、むしろ、実験的プロジェクトに参加して、
やりがいを感じているということである。問
題は、学生が中心なので卒業などのため、離職
率が高いこと。キャンパスには多様な問題が
あるためか学生自治会がリサイクルプロジェ
クトにあまり関心がないことだ。しかし、最
近、EPA（アメリカ環境局）からこのプロジェ
クトに助成金をえることができた、と彼が誇
らしげに語っていたのが、印象にのこる。

転換期のAARP
新たな課題にむけて

　このヒヤリングについては、ワシントンの
本部とカリフォルニアのメインオフィスがあ
るサクラメントに日本から何度も電子メール
を送ったのだが、いつ彼らと会えるのか、もう
ひとつはっきりしないまま成田をでてきてい
るので、やや不安だった。帰国する２日前、
ジャック・クリスティーさんとようやく連絡
がとれた時は、実のところほっとした。ジャッ
クさんの家はもともとイーストベイにあるの
だが、つい数ヵ月前までワシントンの本部に
いて、最近ベイエリアに帰ってきたとのこと
である。彼の奥さんは日系２世のアメリカ人。
そのせいか、彼は私の宿舎のホテルで気軽に
ヒヤリングに応じてくれた。

　ジャックさんからのヒヤリングからの印象
は、AARPがベビーブーマー世代獲得を目標と
しつつ、中央集権から地方分権へ、政策的にも
保険情報から介護、雇用に関する情報サービ
スの提供というように、「転換期」を迎えてい

るということだ。AARPの会員が飛躍的に増大
した７０，８０年代。全国退職者教員協会
（NRTA）の会員のために始めた保険サービスを
団塊の世代の両親たちも求めていた。しかし、
９０年代に入り、AARPは伸び悩んでいる。
１９６５年に整備されたメディケアも拡充し、
保険に関する情報をベビーブーマーたちは以
前ほど必要としなくなった。（メディケアは、
６５歳以上の高齢者を対象としたアメリカの
保険制度。）逆にいえば、いろいろなところか
ら、情報がえられるようになったからといえ
る。団塊の世代を魅了づける新しい戦略を
AARPは、検討しなければならなくなったので
ある。

　組織運営としても、ワシントン集中の中央
集権から、ようやく最近になって地方分権が
すすめられているということだ。今まで、大き
な州にだけAARPの地方事務所があった。しか
し、人々はもっと地域の情報をもとめている。
そのため、近年５３の全州に地域事務所を置
くことにしたのだが、まだ、地域のニーズに十
分応えられていないようだ。しかも、スタッフ
の給与は、本部から支給。従って、実際的な構
造としては、中央からのトップダウン方式か
ら抜け切れていないように思われる。

　AARPの活動が、今もボランティアによって
支えられていることは確かなようである。だ
が、取り組みの課題は、保険の問題から年金、
雇用、介護というように変化してきている。年
金問題に関しては、政治的な戦いになってい
るとのことだ。現在の賦課方式制度の年金制
度のもとでは、若年労働者への賦課によって
退職した高齢者の給付金が支払われることに
なる。年金制度は、若年労働者によって支えら
れているわけだ。そこで、AARPは、若い人た
ちからの支持もえられるように、例えば、地域
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の学校施設を充実させるため固定資産税を引
き上げるような住民投票に反対しないよう会
員たちを指導しているとのことである（従来、
高齢者は、税金をあげるこうした住民投票に
反対するきらいがあった）。また、介護やサー
ビスに関するどのようなオプションがあるの
か検討しているとのことである。しかし、ホー
ムサービスや、ディケアなど実際のサービス
提供を、AARPはしていない。介護に関する情
報サービスだけで、会員が満足するだろうか。
今後、寝たきりや痴呆性の高齢者をどのよう
に支援していくのか。家族の結びつきが残っ
ている中西部とニューカマーが多いカリフォ
ルニでは、住民のニーズが違うだろう。しか
し、AARPはまだ地域の個別ニーズをとらえき
れていないようだ。保険、年金問題を重点とし
ていたAARPにとって雇用、介護への取組の転
換は、大きな挑戦といえよう。

　AARPの事業化について。AARPは、メイリン
グリストを保険会社などに売っている。この
リストは、個人データが外部にもれないよう
にコンフィデンシャル（機密として取り扱う）
にしているとのことである。この売り上げ利
益が多いため、AARPは連邦政府から過去にさ
かのぼって追徴課税されそうになった。そこ
で、関連の議員や、ロビイストに働きかけ、課
税をさけるため４年前会社を設立したとのこ
とである。この利益の一部は、AARPへ寄付と
いう形で還元しているという。NPOとその企業
の関連について、今後の検討が必要と思われ
る。

調査をおえて

　かって２年間住んだベイエリアの協同組合
調査は、地の利があるとはいえ、協同組合とい
う切り口で、地域を見るのはこれが始めてだ。
新しいチーズの名前をレシピの本で見つける

と、「あそこにいってみたら」という評判をき
いてチーズボードでよく買い物をした。バイ
クが日常の交通手段だったので、「フラットタ
イヤ」の直しや、「タイヤの交換」でミィシン
グリンクバイシクルにはお世話になった。
「コープの店だよ」ときいていたが、「お店の人
が親切だなぁー」と感じるくらいで、どのお店
にもそれほどの思い入れはなかった。労協連
に勤めてみてはじめて、「ああ協同組合のお店
はどこか違う」と納得がいった。

　競争の厳しいベイエリアでサバイバルする
ことは並大抵でない。なにしろ、この地域はも
ともとメキシコ・中南米からの移民が多い上
に、シリコンバレーを後方にひかえ、アメリカ
だけでなく世界中から技術者、研究者、学生が
やってくる。好景気のあおり（ITバブルは翳
りを見せているが）でアジア系の移民が絶え
ず流入する。ユダヤ系やゲイも少なくない。マ
イノリティー（一般的に民主党支持だと言わ
れている）やリベラルが多いからといって、か
れらが協同組合に即好意的であるとはかぎら
ない。バークレーコープが、倒産した事例もあ
る。人々の「もの・サービス」に対する目は肥
えているのだ。ここで通用するということは
世界中で通用する、と私は思う。この地で私的
な企業と競争して、協同組合が一味ちがう展
開をしているということ。そしてこの競争を
継続することができるなら「未来は協同組合
にあり」といってもいいのではないだろうか。


